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アクティブ・ラーニング型授業の一手法としてのキャリアインタビュー
草野 美智子＊  
Career Interview-As One of the Methods of Active Learning
  Michiko Kusano＊
We report the contents of our Career Interview, one of the methods of active learning, and the results of questionnaire to the 
students. The students who had the interview show remarkable changes in the consciousness of their own careers. Also, the 
interview develops the students’ ability in communication effectively. Their ability of making presentations, however, varies
greatly between individuals. We mention the necessity of giving the students more opportunities of making presentations in 
public.
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１位 父親 40 36.0
２位 知り合い 19 17.1
３位 母親 15 13.5
４位 インターンシップ関係者 12 10.8
５位 友人 10 9.0
６位 兄または姉 6 5.4
６位 本キャンパスの教員 6 5.4







































































































































・今回のスピーチで反省する点が 2 つあった。1 つ目は、発
表時間である。自分が伝えたかった内容をほとんど発表 
できたのはよかったが、長時間話してしまった。もっと要


































































































































































































































































































がある(4) 。「働く目的」の経年変化が表 3 である。
平成 25 年度から 28 年度にかけて「働く目的」は、「お金
を得るために働く」と答えた者の割合の変化が 48.9％→
51.0％→53.7％→53.2％、「社会の一員として、務めを果たす 






























表 3 内閣府世論調査「働く目的は何か」（平成 28 年） 
表23－２働く目的は何か（時系列）
該当者数 お金を得る社会の一員自分の才能生きがいをその他 わからない
人 ％ ％ ％ ％ ％ ％
今回調査 6,281 53.2 14.4 8.4 19.9 ※ 4.1
今回調査（う 6,192 53 14.4 8.3 20.1 ※ 4.1
平成27年６ 5,839 53.7 14 7.8 19.8 ※ 4.7
平成26年６ 6,254 51 14.7 8.8 21.3 ※ 4.2
平成25年６ 6,075 48.9 16.1 8.9 20.9 ※ 5.2
平成24年６ 6,351 51.1 14.8 8.8 20.8 ※ 4.6
平成23年1 6,212 48.2 15.5 9.4 22.6 ※ 4.4
平成22年６ 6,357 51.6 14.8 9.1 20 ※ 4.5
平成21年６ 6,252 51.9 13.3 9.2 21.7 ※ 4
平成20年６ 6,146 50.1 13.9 9.9 22 ※ 4
平成19年７ 6,086 49.4 14.1 9.6 22.2 1 3.7
平成18年1 5,941 49.7 13 9.6 23 1.6 3
平成17年６ 6,924 53.7 11.5 7.6 19.8 1.7 5.7
平成16年６ 7,005 51.7 11.7 9.9 20.3 0.5 5.9
平成15年６ 7,030 49.5 11.7 9.6 22.5 1.3 5.5
平成14年６ 7,247 52.8 11.1 10.7 20.9 0.7 3.8
平成13年９ 7,080 49.5 10 9 24.4 1.7 5.4      



































（平成 28 年 9 月 25 日受付） 
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